
奥
州
一
大
名
所
「
義
経
腰
掛
松
」
の
成
立
背
景

　

上
図
右
は
、
親
鸞
と
そ
の
高
弟
ゆ
か
り
の
地
の
案
内
記
、

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
刊
『
二に

十
じ
ゅ
う

四よ

輩は
い

順
じ
ゅ
ん

拝ぱ
い

図ず

会え 

後
篇

巻
之
四
』
（
山
内
英
司
氏
寄
贈
書
籍
一
四
一
）
の
挿
絵
で
、

石
母
田
（
現
国
見
町
）
の
「
義
経
腰
掛
松
」
が
描
か
れ
て
い

る
。
幼
き
源
義
経
が
奥
州
平
泉
に
赴
く
際
に
腰
掛
け
た
と
伝

わ
る
こ
の
松
は
、
枝
が
奇
妙
に
屈
曲
し
て
枝
張
り
約
三
十
ｍ

に
及
び
、
比
類
な
き
名
松
と
評
さ
れ
、
十
七
世
紀
後
半
に

奥
州
街
道
の
名
所
と
な
っ
た
。
前
書
の
他
に
も
天
明
九
年

（
一
七
八
九
）
刊
『
東
国
旅
行
談 

巻
之
二
』
や
文
化
十
一
年

刊
『
金
草
鞋 

六
編
』
、
文
化
十
四
年
刊
『
北
斎
漫
画 

七
編
』

と
い
っ
た
典
籍
や
、
浮
世
絵
・
番
付
等
の
江
戸
の
出
版
物
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
江
戸
中
後
期
に
知
名
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
。
し
か
し
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
怪
火
で
松
は
焼
失
し
、

今
は
後
継
の
松
の
傍
ら
、
覆
屋
の
内
に
そ
の
根
幹
が
眠
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
奥
州
一
大
名
所
成
立
の
背
景
に
、
地
元
で
の

広
報
に
も
注
目
し
た
い
。
旅
人
の
道
中
記
に
は
、
国
見
神
社

や
石
母
田
村
・
藤
田
宿
等
で
地
元
の
人
々
が
松
の
図
を
頒
布

す
る
様
子
が
散
見
さ
れ
る
。
天
明
元
年
刊
『
義
経
腰
掛
松
之

図
』
（
福
島
県
立
図
書
館
蔵
）
は
そ
の
一
例
で
、
こ
う
し
た

摺
り
物
が
松
の
名
を
広
め
た
。
ま
た
、
松
の
付
近
に
今
も
あ

る
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
十
月
建
立
の
石
碑
も
松
の
名

の
伝
播
に
貢
献
し
た
。
石
碑
は
、
桑
折
代
官
の
岸
本
彌
三
郎

源
一か

ず

成し
げ

が
松
の
伝
承
に
つ
い
て
撰
文
し
、
松
の
長
寿
を
詠
ん

だ
和
歌
を
添
え
、
碑
文
を
津
軽
藩
右
筆
の
星
野
六
蔵
尚
賢
と

み
ら
れ
る
随
古
堂
素
閑
が
揮き

毫ご
う

し
た
。
当
時
の
岸
本
は
十
一

年
務
め
た
代
官
の
離
任
を
控
え
た
身
で
、
慣
れ
親
し
ん
だ
地

へ
の
愛
着
と
、
松
の
名
を
広
め
た
い
想
い
か
ら
撰
文
を
引
き

受
け
、
さ
ら
に
絵
師
の
根
本
常
南
に
松
を
描
か
せ
、
摺
り
物

に
し
て
配
っ
た
と
い
う
。
岸
本
の
想
い
は
実
を
結
び
、
旅
人

は
碑
文
を
書
き
写
し
、
松
の
姿
を
強
く
心
に
残
し
た
。

　

松
の
壮
大
さ
に
江
戸
の
出
版
物
と
地
元
の
広
報
が
相
俟
っ

て
、
奥
州
一
大
名
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
合

戦
で
敗
北
を
喫
し
た
上
杉
景
勝
は
、
翌
年

に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
会
津
一
二
〇
万
石

か
ら
米
沢
三
〇
万
石
へ
と
移
封
さ
れ
た
。

米
沢
藩
で
は
、
藩
財
政
の
窮
乏
を
脱
す
る

た
め
、
領
内
中
小
河
川
の
流
域
で
藩
士
の

他
に
在
地
の
人
々
へ
家
役
を
課
し
、
井
堰

や
堤
の
構
築
に
当
た
ら
せ
た
。
信
達
地
域

で
開
削
さ
れ
た
主
な
堤
や
井
堰
は
、
富
沢

堤
（
伊
達
市
）
・
砂
子
堰
・
箱
崎
堰
・
西

根
堰
・
井
野
目
堰
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
領
内
の
荒
地
開

墾
や
新
田
開
発
を
推
し
進
め
、
耕
地
の
安

定
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
開
発

す
る
者
た
ち
の
意
欲
を
掻
き
立
て
る
た
め

に
鍬
下
年
季
と
い
う
開
墾
後
に
一
定
の
無

税
期
間
を
設
定
し
た
。
信
達
地
域
で
は
、

概
ね
七
年
間
で
あ
っ
た
。

　

慶
長
九
年
三
月
二
十
三
日
、
福
島
奉
行

兼
福
島
郡
代
の
平
林
正
恒
は
、
三
ヶ
条
か

ら
な
る
富
沢
堤
に
関
す
る
掟
書
を
当
時
伊

達
郡
東
根
郷
全
体
を
差
配
す
る
堀
江
与
五

右
衛
門
尉
に
対
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。

箱
崎
堰
等
の
事
例
か
ら
類
推
す
る
と
、
富

沢
堤
の
構
築
も
東
根
郷
全
体
の
家
役
と
し

て
な
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　

先
の
掟
書
に
よ
る
水
引
の
順
番
は
、
下

保
原
村
、
柱
田
村
、
富
沢
村
、
所
沢
村
の

順
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、
右
の
四
ヶ
村
の

他
に
新
た
に
開
作
さ
れ
た
所
に
は
全
て
用

水
を
廻
す
よ
う
に
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

水
盗
人
に
対
し
て
は
、
現
地
の
堤
守
五
人

を
任
命
し
、
米
沢
藩
で
既
に
定
め
ら
れ
て

い
た
書
付
に
則
し
て
過
銭
を
徴
収
さ
せ
る

こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
翌
慶
長
十
年
四
月
二
十
日
に
平

林
は
堀
江
に
対
し
、
富
沢
堤
の
水
下
の

村
々
は
そ
の
村
高
に
よ
っ
て
役
を
定
め
、

保
原
村
は
他
の
村
よ
り
石
高
が
高
い
の
で

二
倍
の
役
を
申
し
付
け
る
よ
う
命
じ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
指
示
が
出
さ
れ
た
旧
暦
四

月
は
、
水
田
に
水
を
引
き
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
時
期
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
折
紙
は
、
平
林
の
苗
字
と
正
恒
の

二
重
円
の
黒
印
に
よ
る
組
合
せ
で
、
米
沢

藩
で
よ
く
見
ら
れ
る
文
書
様
式
で
あ
る
。

な
お
、
慶
長
十
三
年
の
米
沢
奉
行
就
任
以

降
、
正
恒
は
方
形
二
重
郭
の
黒
印
も
用
い

る
よ
う
に
な
っ
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

戊
辰
戦
争
で
は
、
多
く
の
軍
勢
が
戦
場

を
転
戦
し
た
。
そ
の
た
め
、
村
々
は
物
資

や
弾
薬
を
運
ぶ
軍
夫
や
人
足
の
提
供
を
迫

ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
役
目
は
、
平
時
で
あ
れ
ば
宿

駅
の
人
馬
継
立
や
助
郷
で
対
応
で
き
た

が
、
戦
争
が
始
ま
る
と
旧
幕
府
軍
と
新
政

府
軍
の
双
方
で
人
馬
を
取
り
合
う
事
態
が

発
生
し
た
。
と
く
に
、
戦
場
と
な
っ
た
白

河
周
辺
で
は
人
足
が
集
ま
ら
ず
、
部
隊
の

進
軍
や
撤
退
に
も
影
響
が
及
ん
だ
と
い

う
。

　

そ

こ

で
、

新

政

府

は

慶

応

四

年

（
一
八
六
八
）
五
月
十
一
日
に
、
賃
金
や

褒
美
を
与
え
る
の
で
人
夫
を
差
し
出
す
よ

う
に
と
触
れ
を
発
し
、
つ
い
で
六
月
十
一

日
に
は
新
た
に
軍
夫
方
を
創
設
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
徴
発
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
、
新
政
府
は
実
際
に
賃
金
を
支
払

わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
だ
が
、
財
政

難
の
状
況
下
で
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
塙
町
に
残
さ
れ
た
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
三
月
二
日
付
の
「
官
軍
様

よ
り
軍
夫
江

御
手
当
金
割
合
相
渡
帳
」（
湯

岐
区
有
文
書
三
八
二
）
に
よ
れ
ば
、
新
政

府
は
当
初
、
御
手
当
金
の
金
五
両
二
朱

を
、
「
三
分
方
正
金
、
七
分
方
札
」
、
つ
ま

り
三
割
を
現
金
で
、
七
割
を
太
政
官
札
で

支
払
お
う
と
し
た
よ
う
だ
。

　

太
政
官
札
と
は
、
先
の
触
書
の
四
日
後

の
五
月
十
五
日
か
ら
軍
費
捻
出
の
た
め
に

発
行
さ
れ
た
不
換
紙
幣
で
あ
る
。
こ
の
当

時
は
新
政
府
の
信
用
が
ま
だ
乏
し
く
、
偽

札
も
多
く
出
回
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
額
面

通
り
の
価
値
は
な
く
、
人
々
に
は
不
人
気

で
あ
っ
た
。
湯
岐
村
で
も
、
太
政
官
札
は

「
受
取
候
而
者
通
用
無
之
」
と
し
て
、
「
切

行
」
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
願
い
出
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
は
、
太
政
官
札
で
の
支
払
い

分
を
御
手
当
金
の
総
額
か
ら
減
額
す
る
代

わ
り
に
、
現
金
で
の
支
払
い
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
交
渉
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
終

的
に
は
、
請
取
に
か
か
る
諸
経
費
を
除
い

た
金
四
両
三
分
一
朱
一
一
五
文
が
、
現
金

で
村
人
た
ち
へ
分
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。�

（
山
田 

英
明
）

福
島
奉
行
平
林
正
恒
と

　
　
　
　
　

富
沢
堤
の
構
築
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会
津
郡
叶

か
の
う

津づ

村
（
現
只
見
町
）
名
主
と

叶
津
口
留
番
人
を
務
め
た
長
谷
部
家
は
、

近
世
・
近
代
期
に
会
津
地
方
内
外
の
人
物

と
交
流
し
、
多
数
の
書
状
を
遺
し
て
い

る
。
一
例
に
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

十
月
十
四
日
に
石
井
可
汲
が
長
谷
部
保
三

郎
に
宛
て
た
〔
書
状
〕
（
長
谷
部
大
作
家

文
書
二
五
四
四
）
を
紹
介
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
石
井
可
汲
は
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
生
ま
れ
の
旧
会
津
藩
士
で
、

元
は
生い

亀き

六
蔵
高
䡄
と
い
う
。
漢
詩
・
和

歌
を
嗜
み
、
栗
田
寛
・
南な

ん

摩ま

綱つ
な

紀の
り

等
に
交

わ
り
、
郷
土
史
『
東
白
川
郡
沿
革
私
考
』（
明

治
三
十
年
）
等
を
著
し
、
当
時
は
東
京
府

市
ヶ
谷
甲
良
町
に
住
ん
だ
。
な
お
、
長
男

の
収
（
後
に
東
白
川
郡
長
）
が
田
山
花
袋

の
姉
を
妻
と
し
た
た
め
、
可
汲
父
子
の
姿

は
花
袋
の
『
足
』
等
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
長
谷
部
保
三
郎
は
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
に
生
ま
れ
、
当
時
は
第
一

大
区
十
小
区
の
正
区
長
を
務
め
、
そ
の
後

は
福
島
県
会
議
員
等
を
歴
任
し
、
只
見
地

方
の
行
政
を
牽
引
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

可
汲
は
旅
を
好
み
、
書
状
を
認
め
た
時

も
、
若
松
へ
の
墓
参
り
の
つ
い
で
早
戸
温

泉
（
現
三
島
町
）
で
湯
治
し
て
い
た
。
療

養
中
の
石
伏
村
（
現
只
見
町
）
の
熊
猟
師

か
ら
、
知
人
の
保
三
郎
の
近
況
と
熊
猟
の

話
を
聞
き
、
か
つ
て
愛
用
し
た
熊
皮
の
心

地
良
さ
を
思
い
出
し
、
保
三
郎
か
ら
熊
皮

を
手
に
入
れ
た
い
と
筆
を
走
ら
せ
た
の
で

あ
る
。
「
今
世
之
内
最
一
度
熊
皮
ニ
臥
し

度
候
」
と
述
べ
、
予
算
二
円
で
奥
会
津
特

産
の
熊
皮
の
送
付
を
懇
望
し
、
運
送
に
つ

い
て
は
、
同
特
産
の
ゼ
ン
マ
イ
・
麻
等
を

扱
う
行
商
に
託
す
か
、
人
を
通
じ
て
農
商

務
省
役
人
の
河
原
田
盛も

り

美は
る

宛
に
送
る
よ
う

記
し
て
い
る
。
河
原
田
と
親
交
が
あ
り
、

彼
か
ら
入
手
す
る
手
筈
な
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
戊
辰
戦
争
時
の
傷
が
癒
え
な

い
二
男
の
恭
介
が
内
務
省
に
勤
め
た
件
、

恭
介
の
看
病
の
た
め
東
京
に
全
戸
寄
留
し

て
い
る
件
、
石
井
可
汲
へ
の
改
姓
・
改
名

の
件
等
も
記
さ
れ
て
お
り
、
石
井
家
の
様

子
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

可
汲
の
書
状
は
他
に
三
通
あ
り
、
そ
の
内

に
は
、
西
南
戦
争
時
の
可
汲
の
子
息
の
従

軍
の
動
向
と
共
に
、
無
事
に
熊
皮
を
得
た

御
礼
も
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に
、
過
去
に
も
可
汲
は
保
三
郎

に
世
話
に
な
っ
た
よ
う
で
、
本
書
に
「
懐

古
之
御
話
も
致
度
」
「
旧
来
之
御
物
語
ニ

も
可
致
」
と
あ
る
。
三
度
の
追
而
書
き
で

書
状
が
約
一
・
三
ｍ
に
及
ぶ
点
か
ら
も
、

可
汲
・
保
三
郎
の
親
交
は
浅
か
ら
ぬ
も
の

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

江
戸
時
代
の
会
津
で
は
、
漆
樹
か
ら
樹

液
（
漆
液
）
を
、
漆
の
実
か
ら
蝋
を
採
取

し
て
い
た
。
漆
液
の
採
取
方
法
に
は
、
全

て
を
絞
り
取
る
よ
う
な
殺
掻
法
と
持
続
可

能
な
養
生
掻
法
が
あ
る
。
戦
国
期
の
蘆
名

氏
の
時
代
か
ら
漆
樹
の
栽
培
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
領
主
が
伊
達
・

蒲
生
・
上
杉
・
加
藤
・
松
平
等
と
替
わ
っ

て
も
、
漆
樹
は
商
品
作
物
と
し
て
栽
培
・

管
理
さ
れ
、
漆
や
蝋
は
藩
の
専
売
品
や
留

物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
前
期
に
佐
瀬
与
次
右
衛
門
が

著
し
た
農
業
技
術
書
の
『
会
津
農
書
』
に

よ
れ
ば
、
真
桑
瓜
の
種
は
漆
の
葉
が
萌
え

出
で
、
烏
が
隠
れ
る
よ
う
に
な
る
旧
暦
三

月
中
旬
頃
に
蒔
く
と
良
い
と
い
う
。
近
年

で
は
、
そ
の
植
え
付
け
時
期
が
早
く
な
っ

た
た
め
、
雀
が
隠
れ
る
く
ら
い
の
頃
が
良

い
と
佐
瀬
は
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

会
津
の
人
々
に
と
っ
て
漆
樹
は
、
農
作
業

の
指
標
と
な
る
ほ
ど
生
活
に
密
着
し
、
原

風
景
を
織
り
な
す
樹
木
で
も
あ
っ
た
。

　

明
治
に
な
る
と
、
漆
樹
栽
培
は
殖
産
興

業
に
伴
っ
て
さ
ら
に
盛
ん
に
な
り
、
明
治

六
年
（
一
八
七
三
）
に
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
に
は
、
若
松
県
か
ら
は
漆

器
二
十
二
品
・
漆
木
実
二
升
・
絵
蝋
燭

五
三
〇
挺
が
出
品
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

『
会
津
漆
栽
取
概
説
』
は
、
明
治
十
七

年
八
月
に
若
松
愛
林
社
々
員
の
穴
沢
祐
造

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
十
九
頁
か
ら
な
る
小

冊
子
で
、
『
森
林
法
其
他
』
（
明
治
・
大
正

期
の
福
島
県
庁
文
書
三
一
一
八
）
に
綴
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
明
治
十
七
年
版
の
小
冊

子
は
、
複
写
を
除
く
と
会
津
若
松
市
立
会

津
図
書
館
に
一
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
み

で
、
稀
覯
本
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

作
成
さ
れ
た
経
緯
は
、
農
商
務
省
農
務

局
か
ら
漆
樹
栽
培
に
つ
い
て
の
諮
問
が
あ

り
、
そ
の
調
査
を
委
嘱
さ
れ
た
穴
沢
が
実

業
上
の
経
験
を
詳
し
く
報
告
書
に
纏
め
上

げ
た
。
刊
行
の
目
的
は
、
殖
産
興
業
に
よ

り
漆
樹
の
苗
木
や
種
実
を
購
求
す
る
人
々

が
増
え
た
た
め
、
先
の
報
告
書
を
小
冊
子

に
し
た
栽
培
手
引
書
を
非
売
品
と
し
て
印

刷
・
配
布
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

冊
子
の
内
容
は
、
漆
樹
の
栽
培
方
法
・

漆
液
掻
取
法
・
品
質
の
等
級
の
他
に
、
漆

掻
き
の
様
々
な
道
具
等
が
そ
の
用
途
の
解

説
と
と
も
に
具
体
的
に
十
七
の
図
版
が
示

さ
れ
て
い
る
。
上
の
図
は
、
右
側
か
ら
順

に
、
漆
液
採
取
の
た
め
傷
付
け
る
所
の
外

皮
を
削
除
す
る
掻
鎌
、
樹
皮
へ
横
線
を
引

い
て
傷
付
け
る
鉋
、
漆
液
を
掻
き
取
っ
て

掻
壷
へ
入
れ
る
柳
葉
箆へ

ら

、
留
掻
の
際
に
外

皮
を
削
除
す
る
繰く

り

で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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〔書 状〕（長 谷 部 大 作
家 文 書 2544）

漆 掻 き の 道 具

『
会
津
漆
栽
取
概
説
』

長
谷
部
家
に
伝
わ
る

　
　
　
　

石
井
可か

汲
き
ゅ
う

の
書
状



　

『
獣
医
』　

(

明
治
・
大
正
期
の
福
島
県

庁
文
書
三
〇
九
六
）
に
、
獣
医
免
許
規

則
（
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
太
政
官

布
告
第
二
八
号
）
を
受
け
て
、
福
島
県
が

明
治
二
十
年
に
策
定
し
た
「
獣
医
仮
開
業

免
状
出
願
者
心
得
」
（
県
令
甲
第
三
八
号
）　

が
あ
る
。

　

当
時
の
日
本
で
は
、
農
業
の
近
代
化
に

伴
い
牛
馬
耕
が
普
及
途
上
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
い
獣
医
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
維
新
後
、
近
代

獣
医
学
が
導
入
さ
れ
、
明
治
七
年
に
農
事

修
学
所
が
開
校
し
、
そ
の
後
各
地
で
獣
医

学
校
等
が
開
設
さ
れ
た
。
明
治
十
八
年
の

獣
医
免
許
規
則
と
獣
医
開
業
試
験
規
則
公

布
後
に
は
、
獣
医
学
校
等
は
大
き
く
数
を

減
ら
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
専
門
教
育
が

行
わ
れ
た
。
獣
医
と
な
る
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
官
公
立
の
獣
医
学
校
や
農
学
校

で
獣
医
学
を
修
了
す
る
か
、
獣
医
術
開
業

試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
福
島

県
で
は
、
対
策
と
し
て
、
県
内
の
十
四
ヶ

所
で
講
習
所
を
開
設
し
て
い
る
（
『
獣
医

講
習
所
件
』
（
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県

庁
文
書
三
〇
九
四
）
）
。
し
か
し
、
獣
医
師

の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
、
獣
医
免
許
規
則
第
五
条
「
獣
医
ニ
乏

シ
キ
地
ニ
於
テ
ハ
府
知
事
県
令
ノ
具
状
ニ

ヨ
リ
農
商
務
卿
ハ
獣
医
学
術
ノ
試
験
ヲ
経

サ
ル
者
ト
雖
も
其
履
歴
ニ
ヨ
リ
仮
開
業
免

状
を
授
与
ス
ル
ニ
ア
ル
ベ
シ
」
で
は
、
獣

医
開
業
試
験
を
経
な
い
者
に
つ
い
て
も
、

申
請
さ
れ
た
履
歴
に
よ
り
仮
開
業
免
状
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
れ

を
受
け
て
、
策
定
さ
れ
た
も
の
が
「
獣
医

仮
開
業
免
状
出
願
者
心
得
」
で
あ
る
。

　

八
条
か
ら
な
る
心
得
の
中
に
は
、
特
に

行
政
と
し
て
の
仮
開
業
獣
医
の
区
域
に
関

し
て
の
考
え
方
を
反
映
し
て
い
る
条
文
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
条
で
獣
医
が

乏
し
い
地
域
を
開
業
医
が
一
日
で
往
復
不

可
の
地
域
と
規
定
し
て
、
第
三
条
で
「
仮

開
業
獣
医
ハ
一
区
域
内
壱
人
ト
ス
」
、
第

七
条
で
「
仮
開
業
獣
医
免
許
年
限
中
其
区

域
内
ニ
於
テ
本
免
状
ヲ
受
ケ
タ
ル
獣
医
ノ

開
業
者
ア
ル
ト
キ
ハ
仮
開
業
者
ノ
免
状
ヲ

返
納
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
と
定
め

て
い
る
。
獣
医
の
不
足
を
補
う
た
め
の
施

策
と
は
い
え
、
区
域
割
り
で
仮
開
業
獣
医

の
数
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
た
こ
と
は
、

大
変
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。�

（
藤
谷 

誠
）

一
、
展
示
公
開

「
奥
会
津
の
古
文
書

　
　
　
　

―
長
谷
部
家
文
書
の
魅
力
―
」

　

福
島
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
長
谷
部
家
文
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
二
月
二
十
四
日

（
日
）

【
解
説
会
】
十
一
月
十
八
日
（
土
）
、
十
二

月
十
六
日
（
土
）

【
会
場
等
】
当
館
展
示
室
。
入
館
無
料
。

「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
四
十
八
集
に
収
録
さ
れ
た
「
佐
藤

五
兵
衛
家
文
書
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
一
月
二
十
日
（
土
）
～
三
月

十
八
日
（
日
）

【
解
説
会
】
一
月
二
十
七
日
（
土
）
、
二
月

二
十
四
日
（
土
）
、
三
月
十
七
日
（
土
）

【
会
場
等
】
当
館
展
示
室
。
入
館
無
料
。

「
歴
史
資
料
館
移
動
展
」

　

春
季
開
催
「
檜
枝
岐
村
文
書
の
世
界
」

の
一
部
を
県
内
二
カ
所
で
展
示
し
ま
す
。

○
県
立
博
物
館

【
会
期
】
開
催
中
～
十
二
月
十
日
（
日
）

【
会
場
等
】
福
島
県
立
博
物
館
常
設
展
示

室
。
大
学
生
以
上
は
入
館
料
が
必
要
。

○
県
立
図
書
館

【
会
期
】
平
成
二
十
九
年
一
月
五
日
（
金
）

～
二
月
十
二
日
（
月
）
（
予
定
）

【
会
場
等
】
福
島
県
立
図
書
館
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
無
料
。

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

地
域
史
研
究
の
方
法
と
あ
り
方
に
つ
い

て
学
ぶ
講
習
会
で
す
。
中
央
学
院
大
学
法

学
部
教
授
の
白
水
智
氏
に
「
山
に
生
き
た

人
々
―
近
世
山
村
の
知
恵
と
技
―
」
を
御

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
「
中
世
奥

会
津
」
「
近
世
山
村
」
に
つ
い
て
只
見
町

教
育
委
員
会
の
渡
部
賢
史
氏
・
当
館
学
芸

員
の
小
野
孝
太
郎
が
報
告
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
十
一
月
十
一
日
（
土
）
午

前
十
時
～
午
後
三
時

【
会
場
】
と
う
ほ
う
み
ん
な
の
文
化
セ
ン

タ
ー
（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
階
会
議
室

【
申
込
・
資
料
代
】
当
館
ま
で
御
申
込
く

だ
さ
い
。
資
料
代
三
百
円
。

三
、
空
調
設
備
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

現
在
、
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
色
々

と
御
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
御

理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
等
で
御
案
内
）
。

平
成
二
十
九
年
度
行
事
予
定

 　

（
平
成
二
十
九
年
十
月
～
平
成
三
十
年
三
月
）
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「獣 医 仮 開 業 免 状 出 願 者 心 得」
（明 治 20 年）

明
治
二
十
年
「
獣
医
仮
開
業

免
状
出
願
者
心
得
」




